
ところざわ

市議会だより

所沢市議会

No.181
今回の定例会は、

12月 ３月

６月９月

2017.2.10

東京へ漕ぎ出せ。
交通事故を乗り越え、ウィルチ
ェアラグビーの日本代表として
リオパラリンピックで銅メダル
を獲得した島川慎一選手。所沢
を拠点に活動するアスリートは、
2020年に向けて何を思うのか。
（裏表紙に関連記事）CONTENTS－おもな内容－

◆12月定例会のおもな内容　
再生可能エネルギーの導入に向けて 小水力発電設備整備事業･･･P2～4

◆トピックス
市民提案を募集します･･･P5

◆市政に対する一般質問
ここが気になる!24人が質問･･･P6～10

本紙は古紙再生紙を使用しています。

Tokorozawa city council
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【
議
員
提
出
議
案
】  

2
件

議
案
審
議

環境やエネルギーに対する取り組みをさらに進める必要が出てきたことにより、これまで市で策定をしてきた様々な計画を補完し、
マチぐるみで環境配慮行動を実践することにより、エコタウンの実現を図るため策定したものです。

議案第101号　所沢市民俗資料館条例制定について

民俗資料館の位置づけを明確に !
議案第97号　平成28年度所沢市水道事業会計補正予算（第1号）
小水力発電設備整備事業3億800万円+消費税及び地方消費税
（平成29年度～平成50年度債務負担行為限度額）

再生可能エネルギーの導入に向けて

市長提出議案のおもな内容

　再生可能エネルギーの導入を基本方針の1つとして
いるマチごとエコタウン所沢構想　の趣旨を踏まえて、
小水力発電設備を東部浄水場に設置することについて、
包括リース方式に変更となったため債務負担行為を設
定するものです。

Ｑ リース方式への変更の経緯と、小水力発電設備は
どのぐらいもつのか。

Ａ 環境負荷の低減、公営企業の採算性の観点から検
討した結果、リース方式への変更が合理的という結論
になった。また、適切なメンテナンスを施せば50年ぐ
らいもつとのことである。
（お問合せ先：給水管理課　☎2921-1082）

　中富民俗資料館、柳瀬民俗資料館、山口民俗資料館
は、地域で使われた生活用具や農具を中心とする民俗
資料の保存を目的に、民俗資料保存会に委託し運営し
ていましたが、施設としての位置づけを明確にするた
め条例を制定するものです。

Ｑ 現在は地域の保存会が活動しているが、今後の市
と保存会との関係はどのようになるのか。

Ａ 今後は教育委員会が管理し臨時職員を配置する予
定だが、運営については引き続き保存会に協力しても
らい来館者の対応などに当たる。
（お問合せ先：文化財保護課　☎2998-9253）

42件の議案をすべて可決・認定しました
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平成29年（2017年）2月10日

「介護予防・生活支援サービス」と「一般介護予防事業」で構成され、高齢者の方々の介護予防と日常生活の自立を支援することを
目的とする事業です。

デイサービスの充実を

　現下の経済情勢、国や県の動向や一般職員の勤勉手
当の支給月数引上げとの均衡などを考慮して議員、市
長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、常勤の監
査委員の期末手当の支給月数の引上げを行うものです。

Ｑ 平成19年度から平成27年度までの通算の支給月数の
差は。

Ａ 議員は37.65月、市長等の常勤の特別職は37.05月、
一般職員は37.25月で、市長等の常勤の特別職は議員よ
り0.6月分低く、一般職員は議員より0.4月分低いという
結果である。
（お問合せ先：職員課　☎2998-9048）

議案第104号　所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等に

関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第107号　所沢市老人デイサービスセンター条例の
　　　一部を改正する条例制定について

　政府は、日本が世界に誇る社会保障の充実・安定化
とそのための安定財源の確保、及び財政健全化の同時
達成を目指し、社会保障と税の一体改革を進めてきま
した。今後も、すべての国民が住み慣れた地域で安心
して暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い
地域経済を構築するための地方財政措置を適切に講じ
られることを強く求め4つの事項を要望するものです。

議案第9号　安心な社会保障と強い地域経済を構築
するための地方財政措置を求める意見書について

　東日本大震災、熊本地震をはじめ土砂災害、大水害
等各地で想定を超える大規模な自然災害が発生し、甚
大な被害が相次いでいます。迅速な復旧・復興ととも
に、安全・安心な国づくりに資する防災・減災対策は
喫緊の課題であり、政府においては地域防災力の向上
と災害に強い防災拠点の整備を図るため、4つの事項に
ついて取り組むことを強く求めるものです。

※意見書の全文は、市議会ホームページの「議会の審議
情報」をご覧ください。

議案第10号　地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の
整備を求める意見書について

人事院勧告に準拠した改定を

意見書2件を可決

　介護保険法の一部改正に伴い、介護予防・日常生活
支援総合事業　が実施されることから、老人デイサー
ビスセンターの利用者の範囲及び利用に係る料金の規
定について、所要の改正を行うものです。

Ｑ これまでの予防給付サービス料金と変わりはない
のか。

Ａ 同様のサービスをする場合には料金の変更はない
が、緩和した基準によるサービスについては、現行の
介護予防通所介護から変わることもあるので、現行の
利用料金よりも5%ぐらい低くなると想定している。
（お問合せ先：高齢者支援課　☎2998-9120）

議員提出議案

議案第116号 教育委員会委員任命の同意を求めることに
ついて

 中川　奈緒美氏（けやき台一丁目・再任）
議案第117号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を

求めることについて
 武藤　一也氏（北秋津・再任）
諮問第7号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について　
 赤坂　悦氏（下安松・再任）
諮問第8号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について　
 小暮　実佐三氏（北野南二丁目・再任）
諮問第9号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について　
 北田　憲一氏（上新井二丁目・再任）
諮問第10号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について　
 越阪部　眞氏（牛沼・新任）
諮問第11号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について　
 本𣘺　賢一氏（若狭三丁目・新任）

各委員の任命・選任・推薦

人事関係
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第 181 号

議案に賛成・反対します

【一般廃棄物収集運搬業務委託事業】
・民間企業のノウハウを活用し、将来に向けた安定的な家

庭ごみの収集を確立し、災害時や福祉的な対応も考えていることか
らも市民生活に寄与するものである。今後も行政サービスの維持向
上に期待する。

・一体的に実施する者の選定を公平かつ適正に行うため、
事業者選定委員会を設置し優先交渉権等について、外部

委員の第三者による検討及び審査を行うことは、長期包括の安定的
施設運営につながる。

・現下の社会情勢を反映して出される人事院勧告に基づ
き、勤勉手当が引き上げられる職員とのバランスを総合的に

勘案したものであり、一定の合理性があるものである。

・国保財政が厳しい中、財政の健全化に向けた賦課限度
額引き上げは評価できるものである。低所得者への国保税

軽減の拡大も行われており公平性の観点から適正であると考える。

賛
成

【一般廃棄物収集運搬業務委託事業】
・災害時の高齢者・障害者への対応など現業職員への市

民ニーズは高まっている。既存の委託化計画に固執するのではなく、
必要な職員を採用し市民の福祉向上に取り組むべきである。

・調査の段階で受託に意向を示したのは一者のみで競争
性も図られず、設置した選定委員会が追認機関となる恐れ

がある。チェック体制をしっかりと確立した上で提案するべきである。

・少子社会、超高齢社会が続き社会保障関連費用の増
大が予想される状況の中で、議員という立場としては、期

末手当の支給月数については別の判断があるべきである。

・条例では、一般会計からの運営費繰入金を少なくするた
めとのことだが、特定健診や特定保健指導を市民に周知す

ること、市民の健康増進につながる政策を推進することを努力すべ
きである。

反
対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

議案第92号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第4号）

議案第100号　所沢市東部クリーンセンター延命化工事及び長期包括運営委託事業者選定委員会条例制定について

賛
成

反
対

議案第106号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

議案第104号　所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等
に関する条例の一部を改正する条例制定について

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中も市議会ホームページから録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。

結　果

自
民
ク
ラ
ブ

議案番号

第92号

第100号

第104号

第106号

認定第1号

認定第4号

認定第5号

認定第7号

議　案　件　名

平成28年度所沢市一般会計補正予算（第4号）

所沢市東部クリーンセンター延命化工事及び長期包括運営
委託事業者選定委員会条例制定について

所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤
の特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

平成27年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成27年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成27年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成27年度所沢市水道事業決算の認定について

付託委員会

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認定する

認定する

認定する

認定する
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■本会議において賛否が分かれた審議結果
自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党

民進ネット
リベラルの会

未来

総・健・市・建

建設環境

総務経済

健康福祉

決算特別

決算特別

決算特別

決算特別

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
　
長
）

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。決算認定等も含めた全審議結果（42件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　　×：反対

Topics!

決算特別委員会を開催しました
10月11日、12日、18日、21日の4日間にわたり、平成27年度一般会計・特別会計等の
決算審査を行い、12月定例会で討論・採決の結果すべて認定することに決しました。

Topics!

討
論
討
論
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平成29年（2017年）2月10日

詳しく
は、H

P

なのだ
!

議会報告会を開催しました
　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民の皆さんに報告・説明する
とともに、議会や市政に関するご意見を市政に反映させるため、11月11日と19日に議会報告会を開催しま
した。平成28年9月定例会についての報告、質疑応答、意見交換などを行い、2日間で合計48名の方々にお
集まりいただきました。

Topics!

Topics!

議場コンサートを開催しました
　12月定例会開会に先立って、1日に議場コンサートを開催しました。
　埼玉県立芸術総合高等学校の生徒2名によるフルート二重奏の音色が議場に
響き渡り、演奏終了後は大きな拍手が送られました。
　また、当日は向陽中学校の生徒4名が、職場体験で取材を行いました。
　【演奏曲】眠れる森の美女・You raise me up・風の通り道・ジングルベル

市民提案を募集します
　所沢市議会が平成28年4月に設置した政策研究審議会では、議長の諮問に応じて審議を行うこととなっています。
このたび、諮問事項を市民の皆さまから募集することになりました。諮問事項として
ふさわしいご提案については、実際に政策研究審議会へ諮問する予定です。

【募集概要】
■募集テーマ：住みたいまち 所沢 ─人口減少時代を見据えて─
■募集期間：平成29年4月を予定（受付期間は1カ月間程度）
■応募ができる方：所沢市内に在住・在勤・在学中である方
■応募方法：書面、電子メール、FAXなど
■その他：提案は1,000字程度にまとめてください

平成28年11月11日（金曜）
場所：所沢市役所3階全員協議会室

平成28年11月19日（土曜）
場所：小手指市民ギャラリーエバー
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。

あ
な
た
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り

ま
す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
ど
も
の
災
害
時
の
食
を

ど
う
保
障
し
て
い
く
の
か

が
、
大
き
な
課
題
と
な
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
離
乳

食
品
や
ミ
ル
ク
の
備
蓄
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
危
機

管
理
課
と
教
育
委
員
会
や

保
育
幼
稚
園
課
が
連
携
し

て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

ア
レ
ル
ゲ
ン
27
品
目

不
使
用
の
ア
ル
フ
ァ
米
2

万
2
，
1
0
0
食
を
備
蓄

し
て
お
り
、
お
か
ゆ
に
し

て
離
乳
食
に
も
で
き
る
。

連
携
に
つ
い
て
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
が
必
要
な
乳

幼
児
数
等
の
情
報
提
供
を

受
け
、
所
沢
市
地
域
防
災

計
画
の
被
害
想
定
に
お
け

る
避
難
者
数
等
か
ら
、
必

要
な
備
蓄
量
の
算
出
等
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

東
所
沢
地
区
の
区
画

整
理
は
、
駅
東
側
が
大
き

く
広
が
っ
て
お
り
、
改
札

を
設
置
す
れ
ば
多
く
の
利

用
者
の
利
便
性
が
向
上
す

る
。
今
後
も
粘
り
強
く
要

望
を
お
願
い
し
た
い
。

J
R
東
日
本
か
ら
は
、

現
時
点
で
は
計
画
は
な
い

が
乗
降
客
数
が
増
え
た
段

階
で
検
討
す
る
と
の
話
も

あ
っ
た
。
C
O
O
L
　
J

A
P
A
N
　
F
O
R
E
S

T
構
想
や
小
中
高
一
貫
校

誘
致
な
ど
に
よ
り
駅
の
利

用
者
増
が
さ
ら
に
見
込
ま

れ
る
た
め
、
そ
の
段
階
で

さ
ら
に
協
議
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

同
行
避
難
が
前
提
の

当
市
で
は
避
難
所
に
ペ
ッ

ト
は
入
れ
な
い
た
め
、
ペ

ッ
ト
の
た
め
の
区
画
や
設

備
、
手
続
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。
災
害
が

起
き
る
前
に
ル
ー
ル
決
め

や
想
定
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

所
沢
市
指
定
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、
避

難
所
内
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

飼
育
ル
ー
ル
広
報
文
案
を

掲
載
し
て
お
り
、
飼
い
主

な
ど
に
通
知
を
し
て
徹
底

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
か
し
災
害
時
に
は
そ
れ

以
外
に
も
様
々
な
課
題
が

発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
た

め
、
毎
年
の
防
災
訓
練
で

の
ペ
ッ
ト
同
行
も
想
定
し

た
訓
練
等
も
提
案
し
つ
つ
、

課
題
な
ど
に
つ
い
て
精
査

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
方
が
気
軽

に
休
め
る
ベ
ン
チ
を
事
業

所
が
購
入
し
、
敷
地
内
へ

の
設
置
と
管
理
を
し
て
い

た
だ
き
、
設
置
協
力
事
業

所
と
い
う
こ
と
で
市
が
認

定
証
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作

成
す
る
な
ど
し
て
、
事
業

所
の
地
域
貢
献
、
社
会
貢

献
の
P
R
に
も
寄
与
で
き

る
仕
組
み
で
設
置
を
促
進

し
て
は
。

高
齢
者
生
活
支
援
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
　
の
中
で
設

置
場
所
の
情
報
提
供
を
行

っ
て
お
り
、
商
店
が
自
主

的
に
設
置
し
た
例
も
記
載

し
て
い
る
。
今
後
、
他
の

事
業
者
等
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、
議
員
提
案
の
内
容

も
含
め
関
係
各
課
と
協

議
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

一
般

質

問
災
害
時
対
応
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
の

備
蓄
に
つ
い
て

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て

東
所
沢
駅
東
口
改
札
口
の設

置
に
つ
い
て

仮
称「
ト
コ
ろ
ん
ベ
ン
チ
」の
設
置
を

公明党
村上　浩

至誠自民
クラブ
杉田忠彦

日本共産党
城下師子

未来
谷口雅典

高齢者が生活するために必要な福祉サービスや医療情報及び買い物が困難な高齢者に商品の配達・配食サービスなどを行う事業者・
団体の案内などを地域ごとに掲載したパンフレットです。

ＱＡＡ Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ Ｑ
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平成29年（2017年）2月10日

国
会
で
は
文
部
科
学

省
が
、
児
童
生
徒
が
必
要

と
す
る
時
期
に
支
給
す
る

よ
う
市
町
村
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
約
束
し
た
。
当

市
で
は
7
月
支
給
だ
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

毎
年
約
3
，
0
0
0

世
帯
か
ら
申
請
が
あ
り
、

前
年
度
所
得
の
把
握
が
可

能
と
な
る
5
月
下
旬
か
ら

書
類
等
の
や
り
と
り
等
を

経
て
、
7
月
下
旬
に
支
給

開
始
と
な
る
。
時
期
を
早

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

支
給
方
法
や
所
得
の
把
握

方
法
な
ど
を
整
理
し
、
近

隣
市
町
村
の
動
向
も
見
な

が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
域
型
保
育
事
業
の

卒
園
児
の
受
入
先
確
保
等

に
つ
い
て
、
総
務
省
が
厚

生
労
働
省
な
ど
に
、
対
策

を
徹
底
す
る
よ
う
勧
告
し

た
。
市
で
は
希
望
者
の
1

割
し
か
連
携
園
に
は
い
れ

て
い
な
い
が
、
改
善
す
べ

き
で
は
。

個
別
の
希
望
に
全
て

応
え
る
の
は
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
受
け
入
れ
人
数

が
足
り
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
で
は
、
一
つ

の
地
域
型
保
育
事
業
に
対

し
複
数
の
連
携
施
設
を
設

定
す
る
こ
と
も
想
定
し
て

お
り
、
今
後
、
幼
稚
園
な

ど
も
含
め
た
連
携
施
設
の

拡
充
に
つ
い
て
、
事
業
者

と
情
報
共
有
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

既
に
居
住
し
て
い
る

方
に
引
き
続
き
住
み
続
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
事

だ
が
、
同
様
に
進
学
や
就

職
を
機
に
転
出
し
た
若
年

層
に
対
す
る
U
Ⅰ
J
タ
ー

ン
就
職
　
の
奨
励
が
効

果
的
と
思
う
が
い
か
が
か
。

本
市
は
比
較
的
良
質

な
住
宅
都
市
で
、
家
賃
や

住
宅
取
得
の
面
で
手
が
届

き
に
く
い
面
も
あ
る
が
、

働
く
場
の
整
備
を
通
し
、

職
住
近
接
に
よ
る
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
促
進
や

収
入
確
保
に
つ
な
げ
ら
れ

れ
ば
、
若
い
世
代
の
流
入

や
定
住
促
進
が
見
込
ま
れ

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
市
の
魅
力
を
高
め
発

信
し
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
る
。

当
市
に
は
11
の
行
政

区
が
あ
る
が
、
地
域
版
総

合
計
画
と
実
施
計
画
を
つ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
学
校
、
教
育
と
子

育
て
と
地
域
福
祉
等
を
中

心
に
、
地
域
づ
く
り
実
践

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

地
域
ご
と
の
課
題
解

決
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
々
が
主
体
と
な
り
、
行

政
情
報
等
を
活
用
し
て
検

討
、
実
行
す
る
こ
と
が
効

果
的
で
あ
る
。
平
成
29
年

度
か
ら
本
格
化
す
る
第
6

次
所
沢
市
総
合
計
画
策
定

作
業
の
中
で
、
地
域
の

方
々
と
意
見
交
換
や
情
報

提
供
を
行
い
、
地
域
主
体

の
自
発
的
な
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

配
膳
さ
れ
る
給
食
で
は
、

月
一
回
程
度
、
紙
パ
ッ
ク

の
お
茶
が
出
る
が
、
ポ
ッ

ト
や
茶
器
か
ら
温
か
い
地

場
産
の
お
茶
を
飲
む
体
制

整
備
が
で
き
な
い
か
。

学
校
給
食
の
目
標
の

一
つ
と
し
て
お
茶
の
使
用

を
掲
げ
て
い
る
。
急
須
を

使
い
お
茶
を
飲
む
こ
と
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
で
の

実
習
、
小
学
校
の
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
の
給
食
時
間
活

用
な
ど
で
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
給
食
だ
よ
り
に

よ
る
家
庭
へ
の
周
知
も
大

切
と
考
え
て
お
り
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

調
理
員
、
保
育
士
、

栄
養
士
ら
が
話
し
合
い
、

子
ど
も
の
体
調
な
ど
に
合

わ
せ
て
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
る
こ
と
が
直
営
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
民
間
委

託
は
取
り
止
め
て
直
営
に

戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

直
営
か
ら
委
託
に
変

わ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
な
い
迅
速
、
柔
軟

な
対
応
が
で
き
て
い
る
。

平
成
30
年
に
4
園
、
32
年

に
4
園
の
委
託
を
予
定
し

て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
職

員
体
制
の
中
、
安
全
で
安

心
な
給
食
を
安
定
し
て
提

供
し
て
い
く
た
め
に
も
委

託
化
は
進
め
て
い
き
た
い
。

Uは「地方から都市へ移住した後、再び地方へ移住すること」、Ⅰは「地方から都市、または都市から地方へ移住すること」、Jは「地
方から大規模都市へ移住した後、地方近くの中規模都市へ移住すること」をそれぞれ指します。

地
域
ご
と
の

総
合
計
画
と
実
施
計
画
に
つ
い
て

地
域
型
保
育
事
業
の
現
状
と
課
題

食
育
と
し
て
の
お
茶
の
活
用
を

日本共産党
荒川　広

日本共産党
小林澄子

民進ネット
リベラルの会
島田一隆

若
年
層
の
定
住
促
進
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

公
立
保
育
園
給
食
調
理
業
務
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

就
学
援
助
　
入
学
準
備
金
の

支
給
時
期
の
改
善
を

公明党
西沢一郎

ＱＡＡ Ｑ

ＱＡＡ Ｑ

ＱＡ ＡＱ

自由民主党・
無所属の会
越阪部征衛



ところざわ市議会だより 第 181 号

8

長
崎
市
立
図
書
館
で

は
、
市
民
病
院
と
共
催
で

が
ん
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

ゼ
ロ
予
算
で
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
好
評
を
得
て

い
る
。
当
市
で
も
、
図
書

館
と
各
部
が
連
携
し
、
そ

の
一
環
と
し
て
図
書
館
の

力
を
生
か
す
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

所
沢
図
書
館
で
は
、

1
0
0
万
冊
に
迫
る
蔵
書

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い

て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
等
の
取
組
を
行
っ
て
お

り
、
職
員
が
施
策
の
計
画

立
案
と
と
も
に
市
民
へ
の

情
報
提
供
の
場
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
図
書
館
と
も
相
談
し

な
が
ら
連
携
、
活
用
に
努

め
て
い
き
た
い
。

平
成
28
年
9
月
に
豪

雨
が
あ
っ
た
。
道
路
冠
水

す
る
場
所
は
大
体
決
ま
っ

て
い
て
、
非
常
に
危
な
い

場
面
も
あ
っ
た
。
安
全
体

制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
や
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

過
去
に
道
路
冠
水
が
発
生

し
た
り
そ
の
恐
れ
が
あ
る

箇
所
を
道
路
冠
水
重
点
箇

所
と
し
て
巡
回
、
状
況
把

握
に
努
め
、
対
策
が
必
要

な
場
合
は
、
通
行
を
制
限

し
迂
回
を
促
し
て
い
る
。

ま
た
こ
う
し
た
情
報
を
関

係
部
署
や
機
関
と
共
有
し
、

応
援
要
請
な
ど
速
や
か
に

対
応
し
て
い
る
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
少
子

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
子
育
て
、
介
護
の
担

当
部
署
が
縦
割
り
で
連
携

が
十
分
で
は
な
い
。
平
成

29
年
1
月
オ
ー
プ
ン
の
こ

ど
も
と
福
祉
の
未
来
館
に

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
を

受
け
ら
れ
な
い
か
。

福
祉
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
、
複
数
の
問
題
を

抱
え
る
相
談
者
に
対
し
て

聞
き
取
り
を
行
い
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
る
な
ど

支
援
に
努
め
る
。
ま
た
ど

こ
へ
相
談
す
る
か
わ
か
ら

な
い
相
談
者
に
も
丁
寧
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

学
校
プ
ー
ル
に
は
、

1
校
あ
た
り
年
間
約
5
5

0
万
円
の
費
用
が
か
か
る
。

北
広
島
町
で
は
、
地
域
セ

ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
を
10
校

程
度
が
授
業
で
利
用
し
て

い
て
、
授
業
後
は
住
民
に

開
放
す
る
こ
と
も
で
き
喜

ば
れ
て
い
る
。
当
市
で
も

導
入
で
き
な
い
か
。

プ
ー
ル
を
は
じ
め
多

く
の
学
校
施
設
は
老
朽
化

の
た
め
、
校
舎
な
ど
も
含

め
施
設
全
体
の
長
期
的
な

整
備
計
画
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
学
校
プ
ー
ル
に

特
化
し
た
集
約
や
委
託
は

考
え
て
い
な
い
が
、
先
進

自
治
体
の
手
法
も
参
考
に

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

2年に1回開催される美術展覧会のことで、「ビエンナーレ」はイタリア語で「2年に一度」「2年周期」の意味があります。

課
題
解
決
型
の
図
書
館
運
営
を

介
護
と
子
育
て
のダ

ブ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

災
害
に
備
え
た

交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

学
校
の
プ
ー
ル
を

拠
点
の
屋
内
プ
ー
ル
に
集
約
で
き
な
い
か

公明党
亀山恭子

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

安
松
、
富
岡
、
牛
沼

小
学
校
に
は
ほ
う
か
ご
と

こ
ろ
が
な
く
、
近
く
に
児

童
館
生
活
ク
ラ
ブ
も
な
い
。

大
規
模
狭
隘
化
を
解
消
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
校

内
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

で
き
る
の
か
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施

日
や
利
用
時
間
な
ど
が
学

校
と
異
な
る
た
め
、
運
用

上
の
様
々
な
調
整
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
洗
面
所
や

ト
イ
レ
、
出
入
り
口
の
設

置
も
含
め
た
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
場
所
の
検
討
が
必

要
で
、
人
数
規
模
に
よ
っ

て
は
2
教
室
以
上
の
転
用

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

る
。
施
設
の
状
況
も
学
校

ご
と
に
異
な
る
た
め
、
今

後
も
丁
寧
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

国
や
東
京
都
が
2
0

2
0
年
に
向
け
取
組
を
進

め
て
い
る
。
所
沢
に
と
っ

て
も
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
が
、
所
沢
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
　
を
、
ま
ず
は
助
走

の
意
味
も
込
め
て
2
0
1

7
年
あ
た
り
で
、
そ
の
後

2
回
目
を
2
0
1
9
年
あ

た
り
で
開
催
で
き
な
い
か
。

当
市
で
実
施
し
て
い

る
現
代
美
術
展
「
引
込

線
」
の
来
年
度
開
催
に
つ

い
て
は
、
既
に
準
備
が
進

ん
で
お
り
大
規
模
な
変
更

は
難
し
い
が
、
先
進
事
例

の
視
察
は
実
施
し
た
。
所

沢
の
文
化
芸
術
資
源
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
認
知

度
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

研
究
、
検
討
し
て
、
時
が

満
ち
た
と
判
断
し
た
時
に

は
積
極
果
敢
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。

校
内
で
児
童
ク
ラ
ブ
を

運
営
す
る
た
め
の
条
件
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ
桑畠健也

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

民進ネット
リベラルの会
赤川洋二

ＱＡＡ Ｑ

ＱＡＡ Ｑ

ＱＡ ＡＱ

未来
松崎智也
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川
越
市
、
所
沢
市
、

ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
の

3
市
1
町
で
認
定
申
請
を

行
い
、
一
次
審
査
を
通
過

し
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
く
の
か
。

平
成
28
年
12
月
に
現

地
調
査
、
29
年
2
月
頃
に

農
林
水
産
省
で
の
二
次
審

査
が
行
わ
れ
、
3
月
に
世

界
農
業
遺
産
に
承
認
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
後
国
際
連
合

食
糧
農
業
機
関
に
よ
る
現

地
調
査
が
行
わ
れ
、
29
年

度
中
に
本
部
が
あ
る
イ
タ

リ
ア
の
ロ
ー
マ
市
で
県
知

事
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
認
定
の
可
否

が
決
定
す
る
。

期
日
前
投
票
所
を
増

や
す
に
は
課
題
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、

所
沢
市
役
所
と
所
沢
駅
東

口
に
建
設
中
の
中
央
病
院

内
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
2
カ
所
で
は
、

市
域
東
側
、
西
側
の
方
に

は
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
地
域
に
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

期
日
前
投
票
所
の
重

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

以
上
必
要
な
い
と
い
う
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。
し

か
し
施
設
の
確
保
や
経
費
、

事
務
従
事
者
の
確
保
や
地

域
バ
ラ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

か
つ
て
整
備
し
た
木

柵
が
朽
ち
て
し
ま
っ
て
い

た
り
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が

泥
に
な
っ
て
い
る
状
況
が

あ
る
。
整
備
の
方
向
性
は

必
ず
し
も
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
費
1
1
6
億

円
の
一
部
が
無
駄
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。
整
備

の
順
番
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。

早
期
に
一
般
利
用
を

図
る
た
め
、
用
地
を
取
得

し
た
部
分
か
ら
順
次
整
備

を
行
い
、
供
用
開
始
し
て

い
る
。
木
柵
や
歩
道
等
、

整
備
か
ら
数
年
が
経
過
し

古
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の

も
あ
る
が
、
整
備
の
順
序

に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考

え
て
い
な
い
。

道
路
交
通
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
高
齢
者
の
講

習
制
度
が
変
更
さ
れ
る
が
、

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
免

許
の
自
主
返
納
を
促
す
施

策
を
講
ず
る
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

法
改
正
に
よ
り
返
納

者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

中
、
埼
玉
県
警
で
は
、
登

録
店
や
タ
ク
シ
ー
等
で
、

運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示

に
よ
り
割
引
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
シ
ル

バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

導
入
し
て
い
る
。
当
市
で

は
返
納
者
に
対
し
、
今
後

の
交
通
手
段
や
返
納
理
由

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
等

を
参
考
に
、
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
の
方
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

北
野
総
合
運
動
場
な

ど
で
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が

開
催
さ
れ
る
と
、
駐
車
場

に
入
り
き
ら
な
い
ぐ
ら
い

人
が
来
て
い
る
。
教
育
委

員
会
所
管
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
で
も
広
告
収
入
策
を
今

後
検
討
す
べ
き
で
は
。

広
告
掲
示
に
あ
た
り
、

所
沢
市
有
料
広
告
掲
載
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
広
告
の
規
格
や
広

告
料
な
ど
掲
示
の
基
準
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
。
市

の
自
主
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
も
、
他
市
の
実
績
な

ど
を
参
考
に
、
掲
載
基
準

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い

き
た
い
。

か
つ
て
神
米
金
に
あ

っ
た
掩
体
壕
や
八
雲
神
社

の
杜
が
富
岡
小
学
校
の
奉

安
殿
で
あ
っ
た
こ
と
、
市

役
所
の
前
に
あ
る
広
島
市

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
被
爆
敷

石
な
ど
に
つ
い
て
周
知
し
、

平
和
の
尊
さ
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

戦
後
75
年
目
の
節
目
の
年

に
、
企
画
展
を
開
催
で
き

な
い
か
。

経
営
企
画
部
が
毎
年
、

平
和
祈
念
資
料
展
や
平
和

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
そ
う
い
っ
た
事
業
の

中
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

火山灰土に厚く覆われ作物が育ちにくい武蔵野台地において、多くの木を植えて平地林（ヤマ）として育て、木々の落ち葉を掃き集
めて堆肥にする、江戸時代から続く伝統農法のことをいいます。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
に

つ
い
て

期
日
前
投
票
所
を
増
や
せ
な
い
か

ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の

収
入
策
の
実
施
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
松本明信

自由民主党・
無所属の会
青木利幸

日本共産党
矢作いづみ

自民クラブ
大石健一

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

戦
争
遺
跡
を
保
存
し
、

企
画
展
を
開
催
で
き
な
い
か

武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法

世
界
農
業
遺
産
等
の
認
定
に
向
け
て

至誠自民
クラブ
中村　太

公明党
吉村健一

ＱＡＡ Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ
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米軍及び自衛隊の基地が所在、またはこれらの影響を受ける自治体で構成され、米軍基地返還、基地周辺整備促進等、基地問題の
解決を目指し、「基地対策に関する要望書」を関係省庁等に提出するなどの活動をしています。

市
民
か
ら
、
家
か
ら

見
え
る
と
こ
ろ
で
ホ
バ
リ

ン
グ
を
し
て
い
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
。
航
空
機
の

低
空
飛
行
訓
練
実
施
の
際

の
遵
守
事
項
を
定
め
た
日

米
合
同
委
員
会
の
遵
守
事

項
で
は
、
航
空
法
で
規
定

す
る
最
低
高
度
基
準
を
用

い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
守

ら
れ
て
い
な
い
。
飛
行
し

な
い
よ
う
意
見
書
を
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

飛
行
の
た
び
に
申
し

入
れ
を
し
て
い
る
ほ
か
、

騒
音
の
防
止
に
つ
い
て
も

年
1
回
、
市
長
が
み
ず
か

ら
、
県
の
基
地
対
策
協
議

会　

を
通
じ
、
防
衛
省
と

外
務
省
、
環
境
省
に
対
し

申
し
入
れ
を
し
て
お
り
、

引
き
続
き
申
し
入
れ
は
し

て
い
き
た
い
。

市
長
は
平
成
27
年
3

月
議
会
で
は
「
複
合
化
や

統
廃
合
に
向
け
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
」、

9
月
議
会
で
は
「
学
校
を

減
ら
す
こ
と
は
な
い
」
と

答
弁
し
た
。
在
任
中
、
統

廃
合
は
し
な
い
の
か
。

3
月
に
は
、
他
市
が

統
廃
合
を
考
え
て
い
る
が

そ
う
で
は
な
い
、
9
月
に

は
や
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
。

県
内
に
は
1
ク
ラ
ス
並
行

ど
こ
ろ
か
、
全
校
で
20
人
、

30
人
の
学
校
も
あ
る
わ
け

で
、
市
民
全
体
、
政
治
的

に
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
皆
さ
ん
は
10
組
、
20

組
あ
る
感
覚
で
心
配
さ
れ

て
い
る
が
、
1
ク
ラ
ス
だ

っ
て
、
学
校
は
地
域
の
ふ

る
さ
と
で
大
切
な
も
の
で

あ
る
。

米
軍
所
沢
通
信
基
地
内
で
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
飛
行
に
つ
い
て

今
後
の
小・中
学
校

小
規
模
校
対
策
に
つ
い
て

民進ネット
リベラルの会
石本亮三

日本共産党
平井明美

ＱＡＱ

Ａ

ど
の
や
り
取
り
も
と

っ
て
も
興
味
深
い
の
だ
!

で
も
本
当
は
み
ん
な
も
っ

と
た
く
さ
ん
質
問
し
て
る

の
に
、
こ
こ
に
は
少
し
し

か
載
っ
て
な
い
の
だ
。
ほ

か
の
質
問
は
ど
こ
で
見
ら

れ
る
の
だ
?

紙
面
の
都
合
上
、
こ

こ
で
は
各
議
員
ご
と
に
1

つ
の
質
問
項
目
の
み
を
取

り
上
げ
、
抜
粋
し
て
い
ま

す
。
一
般
質
問
を
含
め
た

す
べ
て
の
会
議
記
録
は
、

「
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご

覧
に
な
る
に
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
以
下

に
お
示
し
し
た
場
所
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
か
、

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

12
月
定
例
会
の
内
容

は
い
つ
載
る
の
だ
?

会
議
録
の
作
成
に
は
、

定
例
会
が
閉
会
し
て
か
ら

1
カ
月
半
か
ら
2
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す
。
次
の
定

例
会
が
始
ま
る
前
に
は
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

み
み
丸
の
、こ
こ
が
聞
き
た
い
!

│
ほ
か
の
一
般
質
問
も
見
た
い
の
だ
!
│

みみ丸

ＱＡ

ＱＡ
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10月

11月

「大学生等の消防団への入団促進策に関する提言」※1、「今後の台風等による豪雨対策に
関する提言」※2　をそれぞれ12月定例会で報告しました。提言の内容は、右のQRコード
か所沢市議会HP「委員会の活動」から、委員会会議録をご参照ください。

12/1・12/26　市への提言を行いました（総務経済常任委員会）

4日

14日

19日

24日
25日

26日
～
27日

26日
～
28日

1日～
4日　

2日

7日

10日

17日
～
18日

21日

24日

総務経済
常任委員会
総務経済
常任委員会

健康福祉
常任委員会

広聴広報委員会
議会運営委員会

総務経済
常任委員会

建設環境
常任委員会

健康福祉
常任委員会

市民文教
常任委員会

市議会

建設環境
常任委員会

市議会

政策研究審議会

地方創生に関する
特別委員会

総務経済
常任委員会
市民文教
常任委員会
議会運営委員会
広聴広報委員会

視 　 察

委 員 会

委 員 会

視 　 察
委 員 会
委 員 会

視 　 察

視 　 察

視 　 察

視 　 察

委 員 会

研 修 会

視 　 察

委 員 会

視 　 察

委 員 会
委 員 会

コミュニティプラザ・コルソについて（埼玉県さいたま市）

特定事件「危機管理・防災について」
・台風第9号の被害の検証について
特定事件「子ども支援について」
・子どもの貧困について
・横浜市子どもの貧困対策に関する計画について
・市議会だより第180号の校正について
・議会運営に関する事項について
・テラスモール湘南について（神奈川県藤沢市）
・大学構内における期日前投票所の設置について
　（愛知県豊田市）
・相模原インターチェンジ周辺新拠点まちづくり事
業について（神奈川県相模原市）

・豊明市新エネルギー推進計画について（愛知県豊明市）
・健康づくりの取り組みについて（沖縄県南城市）
・子育てを支える仕組みづくりについて
　（特定非営利活動法人こども家庭リソースセンター沖縄）
・子どもの居場所づくりについて
　（特定非営利活動法人プロミスキーパーズ）
・沖縄子ども調査について（沖縄県）
・子ども目線の交通安全マップについて（愛媛県松山市）
・高松市地域まちづくり交付金について（香川県高松市）
・さかいで算数・数学オリンピック事業について
　（香川県坂出市）
・学校統廃合事業と学校再編整備計画について
　（香川県坂出市）

大韓民国安養市友好訪問（議員3名）

特定事件「市街地整備について」
・所沢駅西口土地区画整理事業および所沢駅西口北
街区第1種市街地再開発事業の進捗状況について

地域のための図書館とは～図書館の本来と将来を考える～
・答申書の提出について
・議員との意見交換
・徳島市内で開催されているアニメイベント「マチ★
アソビ」の取り組みについて（徳島県）

・地方創生推進に係る取り組みについて
　（特定非営利活動法人グリーンバレー）
特定事件「危機管理・防災について」
・台風第9号の被害の検証について

・さいたま市スポーツ振興まちづくり計画について

・議会運営に関する事項について
・市議会だよりについてほか

閉
会
中
の
・・・

議
会
活
動

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に
行
わ
れ
た
、

議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、知
っ
て
い
ま
し
た
か
?

11日・12日・18日・21日　決算特別委員会（4ページ参照）

11日・19日　議会報告会（5ページ参照）

Pick up!

※1
11/21
会議録

※2
12/19
会議録
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／
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◎ところざわ市議会だより第181号　作成部数　129,400部、経費　3,440,585円
次の定例会は 2 月 21 日からの予定です。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。第5回目は、所沢在住
のウィルチェアラグビー日本代表選手、島川
慎一さんにお話を伺いました。

　
21
歳
の
時
に
交
通
事
故
に
よ
り
頸
椎
を

損
傷
し
車
い
す
生
活
に
な
っ
た
青
年
は
、

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
24
歳
で
競
技
を
は
じ
め
、

リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
念
願
の

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。

┃
初
出
場
時
は
最
下
位
で
し
た
が
、
リ

オ
で
遂
に
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
本
当
に

メ
ダ
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
4

位
で
し
た
。
リ
オ
で
の
順
位
は
そ
の
時
と

一
つ
し
か
違
わ
な
い
の
に
、
周
り
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
や
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
き
資
金
面

が
変
わ
り
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
が
あ
る
と
無

い
と
で
は
全
然
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

┃
交
通
事
故
に
よ
っ
て
車
い
す
生
活
に

な
っ
て
か
ら
精
神
面
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

克
服
し
ま
し
た
か
。

　
辛
か
っ
た
で
す
が
、
落
ち
込
ん
で
も
し

ょ
う
が
な
い
し
、
動
か
な
い
も
の
は
動
か

な
い
の
で
、
前
を
向
い
て
進
む
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
葛
藤
は

あ
り
ま
し
た
が
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え

ま
し
た
。
医
者
か
ら
二
度
と
歩
け
な
い
と

言
わ
れ
た
の
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
ウ
エ
イ
ト
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
り

だ
し
ま
し
た
。
き
つ
か
っ
た
時
は
前
を
向

い
て
進
む
イ
メ
ー
ジ
で
、
諦
め
な
け
れ
ば

な
ん
と
か
な
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

┃
日
頃
の
練
習
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
チ
ー
ム
の
練
習
は
週
末
だ
け
で
、
国
立

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
入
所
生
の
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ラ
グ
ビ
ー
ク

ラ
ブ
に
参
加
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で

ウ
エ
イ
ト
を
し
た
り
、
航
空
公
園
の
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
を
10
キ
ロ
く
ら
い
走
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
は
坂
が
あ
る
の
で

い
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。

┃
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
希

望
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
東
京
に
決
ま
っ
た
あ
と
、
み
ん
な
盛
り

上
が
っ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
国
内
の
大
会
に
も
応
援
に

来
て
ほ
し
い
で
す
。
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
も
ら
っ
て
、
最
終
的
に
は
4
年
後
の

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
代
々
木
競

技
場
を
満
員
に
し
た
い
で
す
。

　
リ
オ
で
は
連
日
満
員
だ
っ
た
ん
で
す
よ

（
笑
）

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

－動かないものは動かない、
　　　前を向いて進むしかない ! 何ができるかを考えました－

昭和50年1月熊本県に生まれる。
21歳の時に交通事故により頸椎を損傷し
車いすの生活となる。24歳の時にウィル
チェアラグビーを観戦したことがきっかけ
で競技を始める。以後、日本選手権に連続
出場し、ベストプレーヤー賞、MVPなど
を受賞する。アテネ・北京・ロンドン・リ
オパラリンピックに出場。

時
の
弁
当
を

紹
介
す
る
朝

の
テ
レ
ビ
番
組
を

見
て
、
母
親
が
作

っ
て
く
れ
た
弁
当

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
卵
焼
き
と
タ

コ
型
ウ
イ
ン
ナ
ー
だ
け
の
弁
当
を
。

（
植
）

　

麹
と
ご
飯
で
自
家
製
の
甘
酒

を
作
り
毎
朝
飲
み
、
健
康
を

支
え
る
善
玉
菌
の
腸
内
細
菌
を
大
事

に
し
て
免
疫
機
能
を
高
め
て
い
ま

す
。
貴
方
の
健
康
法
は
?

（
浅
）

園
の
梅
の
木
に
と
ま
る
メ
ジ

ロ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ウ
グ

イ
ス
と
間
違
わ
れ
る
メ
ジ
ロ
。
花
の

蜜
が
好
き
で
、
よ
り
明
る
い
黄
緑
色

と
目
の
周
り
が
白
い
の
が
特
徴
で
す
。

（
島
）
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